
議 案 １

奥行価格補正率表の改正案について 



 
 
 
 
 

奥行価格補正率表の改正案について 

 

固定資産評価基準別表３附表１を別紙のとおり改める。 

 

 

 

 

議案１ 

1



 

付議理由 

 

別表第３「画地計算法」附表１「奥行価格補正率表」について、

平成 20 年の見直しから 10 年以上が経過したこと、また、平成 29 年

９月に国税の財産評価基本通達の改正が行われたことから、補正率

を現状に即したものとする必要がある。 

 このため、本件を付議するものである。 
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議 案 ２

再建築費評点基準表等の改正案について 



再建築費評点基準表等の改正案について 

固定資産評価基準別表第８、別表第１２及び別表第１２の２を別紙１

「再建築費評点基準表等（案）」のとおり改める。 

加えて、固定資産評価基準第２章第２節二３及び第３節二３を別紙２

「固定資産評価基準（家屋）改正案新旧対照表」のとおり改める。 

議案２ 

1



付議理由（議案） 

○ 再建築費評点基準表の評点項目、補正項目及び補正係数について、

近年建築された家屋によく使用され、今後建築される家屋にも使用

されるであろう資材や施工方法等を反映する必要がある。 

また、再建築費評点基準表の標準評点数について、令和元年７月

現在の東京都（特別区の区域）における工事原価の費用を基礎とし

て算定する必要がある。 

○ 固定資産評価基準第２章第２節二３及び第３節二３に規定してい

る再建築費評点基準表に係る部分別区分及び内容を近年の家屋の施

工状況を踏まえ見直す必要がある。 

このため、本件を付議するものである。 

2



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再建築費評点基準表等（案） 

 

別紙１ 



目     次 

 

別表第８ 木造家屋再建築費評点基準表 

 １．専用住宅用建物 ·····························································  1 

 ２．専用住宅用建物以外の建物 ···················································  8 

 （１）共同住宅及び寄宿舎用建物 ·················································  8 

 （２）併用住宅用建物 ···························································  14 

 （３）ホテル、団体旅館及び簡易旅館用建物 ·······································  20 

 （４）普通旅館及び料亭用建物 ···················································  25 

 （５）事務所及び銀行用建物 ·····················································  31 

 （６）店 舗 用 建 物 ···························································  36 

 （７）劇 場 用 建 物 ···························································  41 

 （８）病 院 用 建 物 ···························································  46 

 （９）工 場、倉 庫 用 建 物 ····················································  52 

 （10）附属家用建物 ···························································  57 

 （11）簡易附属家用建物 ·························································  62 

 （12）土 蔵 用 建 物 ···························································  65 

 

別表第12 非木造家屋再建築費評点基準表 

 １．事務所、店舗、百貨店用建物 ·················································  67 

 ２．事務所、店舗、百貨店用建物以外の建物 ·······································  89 

 （１）住宅、アパート用建物 ·····················································  89 

 （２）病院、ホテル用建物 ·······················································  113 

 （３）劇場、娯楽場用等のホール型建物 ···········································  136 

 （４）工場、倉庫、市場用建物 ···················································  155 

（５）住宅用コンクリートブロック造建物 ·········································  173 

 （６）軽量鉄骨造建物 ···························································  183 

   ア 住宅、アパート用建物 ···················································  183 

   イ 工場、倉庫、市場用建物 ·················································  190 

   ウ 事務所、店舗、百貨店等用建物 ···········································  200 

 

別表第12の２ 単位当たり標準評点数 ·····································  211 
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固定資産評価基準（家屋）改正案新旧対照表

現 行 改 正 案

目次 略 目次 略

第１章 土地 略 第１章 土地 略

第２章 家屋 第２章 家屋

第１節 通則 略 第１節 通則 略

第２節 木造家屋 第２節 木造家屋

一 略 一 略

二 部分別による再建築費評点数の算出方法 二 部分別による再建築費評点数の算出方法

１及び２ 略 １及び２ 略

３ 木造家屋評点基準表の部分別区分 ３ 木造家屋評点基準表の部分別区分

木造家屋評点基準表の部分別区分の内容は、次のとおりである。 木造家屋評点基準表の部分別区分の内容は、次のとおりである。

部分別 内 容 部分別 内 容

(1) 屋 根 屋根小屋組、屋根葺仕上及び屋根葺下地をいい、これに含まれる (1) 屋 根 屋根面仕上、下地及び小屋組 をいい、これに含まれる
や ね こ や ぐみ や ね ぶき し あげ や ね ぶきした じ こ や ぐみ

ものは、おおむね次のとおりである。 ものは、おおむね次のとおりである。

屋根面仕上材料（瓦、金属板、化粧スレートボード、セメント瓦

等）、防水材料、野地板、和小屋組、洋小屋組
の じ いた わ ご や ぐみ よう ご や ぐみ

ア 屋根小屋組
や ね こ や ぐみ

種 別 内 容

(ｱ) 和小屋組 敷桁、小屋梁、小屋束、小屋貫、火打梁、小屋
わ ご や ぐみ しきげた こ や ばり こ や づか こ や ぬき ひ うちばり こ や

筋違、母屋、棟木、隅木、谷木、垂木
すじかい も や むな ぎ すみ ぎ たに ぎ たる き

(ｲ) 洋小屋組 敷桁、陸梁、合 掌 、真束、対束、釣束、方杖、
よう ご や ぐみ しきげた ろくばり がつしよう しんづか ついづか つりづか ほうづえ

火打梁、小屋筋違、母屋、棟木、谷木、垂木
ひ うちばり こ や すじかい も や むな ぎ たに ぎ たる き

1

別 紙 ２
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イ 屋根葺仕上及び屋根葺下地
や ね ぶき し あげ や ね ぶきした じ

裏板（野地板又は野地小舞）、土居葺（ 柿 板、 檜 板、杉板、防
うらいた の じ いた の じ こ まい ど い ぶき こけらいた ひのきいた すぎいた

水紙）、瓦 棧、土留棧、葺土、屋根面葺仕上材料（ 瓦 、金属板、
かわらざん ど どめさん ふきつち や ね めんふき し あげ かわら

スレート、セメント 瓦 等）
かわら

(2) 基 礎 建物を支える建物の基 脚 部分をいい、これに含まれるものは、お (2) 基 礎 建物の基脚 部分をいい、これに含まれるものは、お
き きやく き きやく

おむね次のとおりである。 おむね次のとおりである。

根切工事、砂利地 業 、割栗地業 、基礎（鉄筋コンクリート、沓
ね ぎり じや り じ ぎよう わりぐり じ ぎよう くつ

石、束石等）
いし つかいし

種 別 内 容

(ｱ) 準備工事 根切
ね ぎ り

(ｲ) 地業工事 砂利地業、割栗地業
じぎよう じやりじぎよう わりぐりじぎよう

(ｳ) 基礎工事 鉄筋コンクリート等で築造する基礎本体部分

(3) 外 壁 建物の外周 壁の壁面仕上部分とその取付下地部分をいい、これに (3) 外壁仕上 外 周 壁の 仕上部分とその 下地部分をいい、これに
がいしゆうへき へきめん し あげ とりつけした じ がいしゆうへき

含まれるものは、おおむね次のとおりである。 含まれるものは、おおむね次のとおりである。

壁面仕上材料（サイディング、鋼板、外装タイル等）、防水材料、
へきめん こうはん

胴縁
どうぶち

種 別 内 容

(ｱ) 真壁構造 貫の二分の一、小舞の二分の一、壁仕上材料
しんかべ ぬき こ まい かべ し あげ

（粘土、砂、漆喰、その他各種板材等）
しつくい いたざい

(ｲ) 大壁構造 間柱 の二分の一、胴縁、木摺、防水下地、ラ
おおかべ ま ばしら どうぶち き ずり した じ

ス、壁仕上材料（クロス、漆喰、その他各種
かべ し あげ しつくい

板材等）
いたざい

2



(4) 柱・壁体 建物の壁体骨組を構成する部分のうち土台、柱及び木製パネル等 (4) 柱・壁体 壁体骨組を構成する部分のうち土台、柱及び木製パネル等
へきたいほねぐみ もくせい へきたいほねぐみ

の部分をいい、これに含まれるものは、おおむね次のとおりである。 の部分をいう。

種 別 内 容

(ｱ) 土 台 側土台、間仕切土台、火打土台
がわ ど だい ま じ きり ど だい ひ うち ど だい

(ｲ) 柱 通 柱 、管柱
とおしばしら くだばしら

(ｳ) 木製ﾊﾟﾈﾙ 横框 、縦框 、横中棧、縦中棧
よこがまち たてがまち よこなかさん たてなかざん

(ｴ) 枠組壁体 上枠、竪枠、下枠、合板（面材）
わくぐみへきたい うわわく たてわく したわく

(ｵ) そ の 他 筋違、方杖、胴差
すじかい ほうづえ どうさし

(5) 内 壁 間仕切壁の両面、外 周 内壁の壁面仕上部分とその取付下地部分を (5) 内壁仕上 間仕切壁の両面、外周 内壁の 仕上部分とその 下地部分を
ま じ きりかべ がいしゆうないへき へきめん し あげ とりつけした じ ま じ きりかべ がいしゆうないへき

いい、これに含まれるものは、おおむね次のとおりである。 いい、これに含まれるものは、おおむね次のとおりである。

壁面仕上材料（クロス、タイル、塗り壁等）及び下地材料、幅木
へきめん はば き

種 別 内 容

(ｱ) 真壁構造 貫の二分の一、小舞の二分の一、壁仕上材料
しんかべ ぬき こ まい かべ し あげ

（粘土、砂、漆喰、その他各種板材等）
しつくい いたざい

(ｲ) 大壁構造 間柱 の二分の一、胴縁、木摺、防水下地、ラ
おおかべ ま ばしら どうぶち き ずり した じ

ス、壁仕上材料（クロス、漆喰、その他各種
かべ し あげ しつくい

板材等）
いたざい

3



(6) 天 井 天井面の仕上部分とその取付下地部分をいい、これに含まれるも (6) 天井仕上 天井面の仕上部分とその 下地部分をいい、これに含まれるも
し あげ とりつけした じ

のは、おおむね次のとおりである。 のは、おおむね次のとおりである。

釣木受、 天井面仕上材料（クロス、天井板、塗装、石膏ボード）、釣木受、
つりぎうけ つり ぎ うけ

釣木、回 縁、竿縁、野縁、格縁、天井板、塗装 釣木、回 縁、竿縁、野縁、格縁
つり ぎ まわりぶち さおぶち の ぶち ごうぶち つり ぎ まわりぶち さおぶち の ぶち ごうぶち

(7) 床 土間床、 転 床、束立床及び階上 床をいい、これに含まれるもの (7) 床 床面仕上と床組 をいい、これに含まれるもの
ど ま ゆか ころばしゆか つかたてゆか かいじようゆか

は、おおむね次のとおりである。 は、おおむね次のとおりである。

床面仕上材料（フローリング、畳等）、鋼製束、大引、合板、梁、
こうせいづか おおびき はり

台輪、火打、方杖
だい わ ひ うち ほうづえ

種 別 内 容

(ｱ) 土間床 地盤面に直接割栗石等を敷いてつき固め、そ
ど ま ゆか わりぐりいし

の上にコンクリートを打つてモルタル仕上、タ

イル仕上などを施したもの。

(ｲ) 転 床 玉石又はコンクリート叩きの上に根太を置き
ころばしゆか ね だ

渡し、その上に直接床板を張つたもの。

(ｳ) 束立床 束石、床束、根搦 貫、大引、大引受、根太、
つかたてゆか つかいし ゆかづか ね がらみぬき おおびき おおびきうけ ね だ

足固 、床板、床面仕上材料（畳、板張等）
あしがため

(ｴ) 階上 床 梁、台輪、火打、方杖、根太、床板、床面仕
かいじようゆか はり だい わ ひ うち ほうづえ ね だ

上材料（畳、板張等）

(8) 建 具 窓、出入口等建物の開口部に建て込まれる襖 、 障 子、扉、サッ (8) 建 具 窓、出入口等建物の開口部に建て込まれる 襖 、障 子、扉、サッ
ふすま しよう じ ふすま しよう じ

シ、雨戸 、出入口戸及び枠等をいう。 シ、シャッター、出入口戸及び枠等をいう。

(9)～(11) 略 (9)～(11) 略
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４～６ 略 ４～６ 略

三～六 略 三～六 略

第３節 非木造家屋 第３節 非木造家屋

一 略 一 略

二 部分別による再建築費評点数の算出方法 二 部分別による再建築費評点数の算出方法

１及び２ 略 １及び２ 略

３ 非木造家屋評点基準表の部分別区分 ３ 非木造家屋評点基準表の部分別区分

非木造家屋評点基準表の部分別区分の内容は、次のとおりである。 非木造家屋評点基準表の部分別区分の内容は、次のとおりである。

部 分 別 内 容 部 分 別 内 容

(1) 主体構造部 基礎、柱、梁、壁体、床版、小屋組、屋根版、階段等、家屋の主 (1) 主体構造部 基礎、柱、梁、壁体、床版、小屋組、屋根版、階段等、家屋の主
はり へきたい ゆかばん こ や ぐみ や ね ばん はり へきたい ゆかばん こ や ぐみ や ね ばん

体となる構造部分をいう。 体となる構造部分をいう。

（主体構造部の (鉄骨鉄筋コンクリート造) （主体構造部の (鉄骨鉄筋コンクリート造)

種別） 骨組を鉄骨と鉄筋で組み、その外部に型枠を構成し、これにコン 種別） 骨組を鉄骨と鉄筋で組み、その外部に型枠を構成し、これにコン

クリートを打ち込んで硬化して構築したもの。 クリートを打ち込んで硬化して構築したもの。

(鉄筋コンクリート造) (鉄筋コンクリート造)

骨組を鉄筋で組み、その外部に型枠を構成し、これにコンクリー 骨組を鉄筋で組み、その外部に型枠を構成し、これにコンクリー

トを打ち込んで硬化して構築したもの。 トを打ち込んで硬化して構築したもの。

(鉄骨造) (鉄骨造)

形鋼と鋼板とを組合せ、ボルト接合又は熔接によつて構築したも 形鋼と鋼板とを組合せ、ボルト接合又は溶接によつて構築したも
かたこう こうはん ようせつ かたこう こうはん ようせつ

の。 の。

(コンクリートブロック造) (コンクリートブロック造)

コンクリートブロックをモルタルをもつて組積し、鉄筋で補強し コンクリートブロックをモルタルをもつて組積し、鉄筋で補強し

たもの。 たもの。

(2)～(4) 略 (2)～(4) 略

(5) 外部仕上 略 (5) 外壁仕上 略

(6) 内部仕上 略 (6) 内壁仕上 略
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(7)～(14) 略 (7)～(14) 略

４～６ 略 ４～６ 略

三～六 略 三～六 略

第４節 経過措置 略 第４節 経過措置 略

別表第８～別表第13 略 別表第８～別表第13 略

第３章 償却資産 略 第３章 償却資産 略
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土 地



【市街地宅地評価法における宅地評価の流れ】

【画地計算法における補正の種類】

市街地宅地評価法における画地計算法の位置づけ

①

用
途
地
区
の
区
分

②

状
況
類
似
地
域
の
区
分

③

主
要
な
街
路
の
選
定

⑤

標
準
宅
地
の

適
正
な
時
価
の
評
定

⑥

主
要
な
街
路
の

路
線
価
の
付
設

⑦

そ
の
他
の
街
路
の

路
線
価
の
付
設

⑧

各
筆
の
評
点
数
の
付
設

⑨

各
筆
の
評
価
額
の
算
出

④

標
準
宅
地
の
選
定

画地計算法の適用

ア 奥行価格補正 奥行の長短に着目した補正（奥行と間口が適当な関係を前提）

イ 側方路線影響加算 利用間口の増加に着目した補正（角地・準角地に適用）

ウ 二方路線影響加算 利用間口の増加に着目した補正（正面と裏面に路線がある画地に適用）

エ 不整形地補正 形状が悪いことによる利用上の制約に着目した補正

オ 間口狭小補正 利用間口が狭いことによる利用上の制約に着目した補正

カ 奥行長大補正 奥行の長短に着目した補正（奥行と間口が不適当な関係を前提）

キ がけ地補正 がけ地のような利用上の制約に着目した補正

ク 通路開設補正 無道路地に適用し、通路開設の費用性に着目した補正 １



家 屋



・経年減点補正率
（原則）
・損耗減点補正率
（特別な場合のみ）

○経年減点補正率基準表
･ 木造家屋 (別表第 9) ９種類
･ 非木造家屋(別表第13) 10種類
･ 積雪地域又は寒冷地域の級地の区分

（別表第9の2）
○部分別損耗減点補正率基準表(別表第10)

○木造家屋 （1.05）

○非木造家屋 （1.06）

家 屋 評 価 の 方 法

×

評価額 ＝ 評 点 数 評点１点当たりの価額×

損耗の状況による
減 点 補 正 率 × １円 × ×

再 建 築 費 評 点 数

標 準
評点数

× ×

新

増

分

計算単位
の数値

前評価基準による
再建築費評点数

再建築費
評点補正率

在

来

分

○木造家屋

特別区等 8市 1.00
仙台市等34市 0.95
青森市等 5市 0.90

○非木造家屋

全国一律 1.00

○木造家屋 （1.05）

○非木造家屋（1.10）

物価水準による
補 正 率

設計管理費等による
補 正 率

需給事情による
減 点 補 正 率

補正
係数

： 令和２年３月地財審・パブコメ・６月告示予定 （①）

必要がある
場合のみ

○再建築費評点基準表
･ 木造家屋 (別表第 8)  13種類
･ 非木造家屋(別表第12) ９種類
･ 単位当たり標準評点数 (別表第12の2)

： 令和２年９月地財審・パブコメ・11月告示予定 （②・③・④・⑤）

×

➀

➁
※

➂

➃ ※

※ ②、④及び⑤の（ ）内の数値は、平成30基準年度の数値を記載している。

3年間の
物価変動

東京都に対する
地域的格差

・設計監理費
・一般管理費

等負担額
・利潤等

天災、火災等
による損耗

⑤ ※

２



〇 新増分家屋の評価のしくみ

評価の対象となった家屋と同一のものを、評価の時点において新築するものとした場合に
必要な建築費（再建築価格）を、屋根、基礎、外壁仕上等の部分別に評価して積み上げるこ
とで求める。

＜例＞木造住宅の評価例

柱・壁体、内壁仕上、天井仕上、
床、建具、建築設備

（その他）仮設工事、その他工事

【 屋 根 】瓦 中 15,690点 × 1.0 × 50㎡ ＝ 784,500点
【 外壁仕上 】サイディング 7,530点 × 1.1 × 100㎡ ＝ 828,300点
【 内壁仕上 】クロス貼 5,200点 × 1.0 × 100㎡ ＝ 520,000点
【 天井仕上 】クロス天井 3,590点 × 1.0 × 100㎡ ＝ 359,000点

・・・

【 建築設備 】便器 洋式 61,900点 × 1.0 × １個
システムキッチン 297,800点 × 1.2 × １個

･
･
･

＝ 1,921,430点
【その他工事】雑工事 8,747,250点×4％ × 1.0 ＝ 349,890点

階段 188,670点 × 1.0 × １個 ＝ 188,670点
･
･
･ ＝ 1,125,470点

→ 部分別の評点数の合計（一棟の再建築費評点数） 9,872,730点

部分別に評価して積み上げ

再建築費評点数 ＝ 標準評点数 × 補正係数 × 計算単位

＜ 具体例：延べ床面積 100㎡、建床面積 50㎡ ＞

(部分別) (評点項目)                  (標準評点数)    (補正係数) （計算単位）

屋根

外壁仕上

基礎

（家屋内部）

３



１ 評点項目、補正項目及び補正係数の改正

（２）近年施工が増えており、自治体から要望があった評点項目を新設するとともに、昨今施工事例の少な

いものについては、評点項目を削除する。

P5～8参照

（１）簡素化・合理化の観点から、以下の改正を行う。

令和３基準年度における再建築費評点基準表等の改正について

① 木造家屋の部分別「柱・壁体」の評点項目（真壁造柱、大壁造柱、木製パネル・枠組壁体）について、
評点項目「柱・壁体」として１つに統合する。

② 非木造家屋の部分別「建築設備」について、評点項目の整理統合、補正項目・計算単位の見直しを行う。

③ 部分別「建築設備」及び「建具」に総合評点方式を導入する（非木造家屋の住宅、アパート用建物）。

④ 部分別「内壁仕上」､「天井仕上」及び「床仕上」に総合評点方式を導入する（木造専用住宅、木造共
同住宅、軽量鉄骨造建物（住宅、アパート用建物））。

２ 標準評点数の算定

令和元年７月の東京都における工事原価の費用を基礎として標準評点数を算定する。

P9参照

３ 部分別区分及び内容の見直し P10参照

 固定資産評価基準の改正に当たっては、自治体からの要望を聴取するとともに、（一社）日本建築学会
及び（一財）日本不動産研究所に委託した調査結果を踏まえて、評点項目等を作成している。

固定資産評価基準第２章第２節二３及び第３節二３に規定している再建築費評点基準表に係る部分別区分
及び内容を見直す。

４



【現 行】

１（１）① 【木造家屋】 部分別「柱・壁体」の評点項目の統合

17,330

9,190

7,400

6,080

7,760

6,590

5,610

木 製 パ ネ ル ・
枠 組 壁 体

壁　　　体

柱

・

壁

体

16,740

13.5cm　角

12.0cm　角

10.5cm　角

13.5cm　角

12.0cm　角

真 壁 造 柱

15.0cm　角

大 壁 造 柱

10.5cm  角

部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数
部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数

柱
・
壁
体

柱 ・ 壁 体 12,400

【改正案】

評点項目の統合

○ 「柱・壁体」の評価においては、「軸組構法」と「木製パネル・枠組壁構法」のいずれの構法であるかの判別、軸組構法はさらに柱
の太さの確認が必要だが、家屋において設計上必要とされる壁量（耐力壁の量）は、構法にかかわらず同程度であり、実際に使用
される木材量も大差がないことから、簡素化の観点より評点項目を統合する。

①外壁仕上材

⑥内壁仕上材
⑤内壁下地
（石膏ボード

・胴縁等）
④柱・土台等

②透湿防水

シート

③外壁下地
（合板等）

内 壁外 壁 柱・壁体

○ 上記評点項目の統合に伴い、外壁下地の一部（合板等）及び内壁下地の一部（胴縁等）を「柱・壁体」に含めることと
する。これにあわせて、部分別区分の名称及び内容を変更する（P10参照）。

合板等は「柱・壁体」へ 胴縁等は「柱・壁体」へ

①外壁仕上材

⑥内壁仕上材
⑤内壁下地
（石膏ボード）

④柱・土台等
（胴縁等含む）②透湿防水

シート

③外壁下地
（構造用合板）

内 壁外 壁 柱・壁体

外壁仕上 内壁仕上

５



１（１）② 【非木造家屋】 部分別「建築設備」の補正項目等の見直し

○ 建築設備の中で特に拾い出し作業に手間を要する補正項目「配置」「集中性」「設備の多少」「警戒面積」が設けら
れている評点項目について、用途ごとに標準的な施工状況に基づき標準評点数を積算すること等により、これらの
補正項目を削除する。

（例１） 電灯コンセント配線設備・照明設備 （事務所、店舗、百貨店用建物）

・ 評点項目を統合

・ 用途ごとに必要とされる明るさを基準として標準評点数を設定

【現 行】 【改正案】

増点補正率 標　　　準 減点補正率

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数
標
準
量

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数 計
算
単
位補正項目

部
分
別

建

築

設

備

電

気

設

備

一
・
〇

平
方
メ
ー

ト
ル

電 灯 設 備 5,940

延
 
べ
 
床
 
面
 
積

増点補正率 標　　　準 減点補正率

1.25 1.0 0.70

 密度の高い
 もの

 普通のもの  密度の低い
 もの

     1.06
 特殊なもの

     1.0
 普通のもの

1.50 1.0 0.50

 密度の高い
 もの

 普通のもの  密度の低い
 もの

延
べ
床

面
積

部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数
標
準
量

建

築

設

備

配　置
延
べ
床
面
積スイッチ

照 明 設 備 2,750

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数 計
算
単
位補正項目

電

気

設

備

電 灯 コ ン セ ン ト 配 線 設 備 2,460

一
・
〇
平

方
メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

一
・
〇
平

方

配　置

標準 ：0.33箇所/1㎡ 密度高い：0.39箇所/1㎡ 密度低い：0.27箇所/1㎡

（例２） ガス設備 （事務所、店舗、百貨店用建物）

【現 行】 【改正案】

標準 ：各階2箇所 多い ：各階3箇所 少ない ：各階1箇所

＜ 補正項目「配置」の判定基準 ＞

＜ 補正項目「設備の多少」の判定基準 ＞

・ 計算単位を見直し

・ 判定基準が明確な補正項目に変更

増点補正率 標　　　準 減点補正率

1.0 0.93

 都市ガスの
 もの

1.15 1.0 0.80

1.30 1.0 0.70

 口数の多い
 もの

 普通のもの  口数の少ない
 もの

局部的に集中
しているもの

設備の
多　少

ガ　　　ス　　　設　　　備 590

一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

基　準
延
 
 
べ
 
 
床
 
 
面
 
 
積

準都市ガス扱い
プロパンガスの
もの

集中性
建物全体に分散
して配置されて
いるもの

 普通のもの

衛

生

設

備

建

築

設

備

部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数
標
準
量

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数 計
算
単
位補正項目

増点補正率 標　　　準 減点補正率

1.0 0.90

 都市ガスの
 もの

 プロパンガス
 のもの

1.08 1.0

 4.0m程度の
 もの

 3.0m程度の
 もの

建

築

設

備

衛

生

設

備

55,030

一
系
統

一
階
層
当
た
り

種 類

系

統

階

層

数

階 高

部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数
標
準
量

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数 計
算
単
位補正項目

ガ

ス

設

備

ガ ス 主 管

※ ガスカランの箇所数

※ 電灯コンセントの箇所数

６



１（１）③-1 【非木造家屋】 部分別「建築設備」に係る総合評点方式の導入

【導入案】

１（１）③-2 【非木造家屋】 部分別「建具」に係る総合評点方式の導入

適用できる家屋

適用できる家屋

○ 共用部分がエントランス、廊下、管理人室等で構
成される一般的な共同住宅

○ 非木造家屋の「住宅、アパート用建物」の「建築設備」（電灯・ガス・給水・排水設備）について、標準的な態様等に
より設定した総合評点方式を設ける。これにより、項目別に評価することなく評点付設できることとなり、共同住宅の評
価が簡素化される。

【導入案】

○ 共用部分がエントランス、廊下、管理人室等で
構成される一般的な共同住宅

上 25,300

中 18,560

並 15,190

中 13,690集 合 型 式 の も の

建

具

総

合

評

点

方

式

一 戸 建 型 式 の も の

部
分
別

評 点 項 目 及 び 標 準 評 点 数

○ 木造家屋と同程度の比較的小規模な一戸建型式

【一戸建型式のもの】

【集合型式のもの】

（木造の専用住宅建物における総合評点方式を転用）

○ 非木造家屋の「住宅、アパート用建物」の「建具」について、標準的な態様等により設定した総合評点方式を設ける。
これにより、サッシ、木製扉、ガラス等について、項目別に評価することなく評点付設できることとなり、共同住宅の評
価が簡素化される。

6,420

部
分
別

評 点 項 目 及 び 標 準 評 点 数

建

築

設

備

総

合

評

点

方

式

集

合

型

式

の

も

の

電 灯 ・ ガ ス ・ 給 水 ・ 排 水 設 備

給水主管及び排水主管が地上１階から地上２

階の間のみ施工されている家屋にあっては、

5,240を用いること。

７



１（１）④ 住宅用建物の｢内壁仕上｣､｢天井仕上｣及び｢床仕上｣に係る総合評点方式の導入

○ 建売住宅のような戸建住宅等については、｢内壁仕上｣､｢天井仕上｣及び｢床仕上｣の使用資材や施工割合は概ね同程度で
あることから、標準的な資材及び施工割合により設定した総合評点方式を設ける。これにより、標準的な施工の家屋は、
項目別に評価することなく評点付設できることとなり、評価が簡素化される。

適用できる家屋（木造専用住宅（※)の場合）

○ 階数：平家建～３階建
○ 延べ床面積：60～150㎡程度
○ 内壁及び天井に主にクロス貼、床に主にフローリ
ングが施工された一般的な家屋
（和室が１室（６畳程度以内）の場合にも適用可）

総 合 評 点 方 式 中 4,940

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数

内壁仕上

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数

総 合 評 点 方 式 中 3,410

天井仕上

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数

総 合 評 点 方 式 中 5,450

床仕上
※ 木造専用住宅の他、木造共同住宅及び軽量鉄骨造（住宅、

アパート用）にも総合評点方式を設ける。

【導入案】

１（２）評点項目の新設

■ ＣＬＴパネル（非木造 部分別「主体構造部」）

国産木材の利用を促進する国の施策等により、近年、ＣＬＴ（※）

を施工した非木造家屋が増加していることから、非木造家屋の
部分別「主体構造部」の「間仕切骨組」に評点項目を新設する。

※ ＣＬＴ（直交集成板）：Cross Laminated Timberの略称で、ひき板
（ラミナ）を並べた後、繊維方向が直交するように積層接着した大
版のパネル

CLTパネル CLTパネルを床、壁及び
屋根に使用した例

８



平成30基準 令和３基準（案）

資材費
評点数

労務費
評点数

下地その他
の評点数

標準
評点数

資材費
評点数

労務費
評点数

下地その他
の評点数

標準
評点数

5,292 8,724 2,040 16,050 6,059 9,258 2,124 17,440

 標準評点数について、算定の根拠となる資材費・労務費等を、公表されている建設物価資料
で継続性、信頼性があると考えられるもの（建設物価（（一財）建設物価調査会発行）、公共工事設計
労務単価（国土交通省発表）等）により、価格調査時点（令和３基準：令和元年７月）の物価等に
基づいて算定する。

２ 標準評点数の算定（評価基準別表第８、別表第12、別表第12の２）

＜例１＞木造家屋 専用住宅用建物
部分別「床」 評点項目「石材系仕上・並」（１平方メートル当たり）

＜変動理由＞ 資材価格の上昇及び人手不足の影響による労務費の上昇等

＜例２＞非木造家屋 事務所、店舗、百貨店用建物
部分別「主体構造部」 評点項目「鉄骨」（１トン当たり）

平成30基準 令和３基準（案）

資材費
評点数

施工費
評点数

標準
評点数

資材費
評点数

施工費
評点数

標準
評点数

81,439 109,400 190,830 100,966 127,620 228,580

＜変動理由＞ 資材価格の上昇及び人手不足の影響による労務費の上昇等

９



３ 部分別区分及び内容の見直し（評価基準第２章第２節二３、第３節二３）

○ 木造家屋評点基準表と非木造家屋評点基準表との間で、部分別区分の内容が同一であるもの
について、名称を統一する。

(1) 屋根 (7) 床 (1) 主体構造部 (8) 天井仕上
(2) 基礎 (8) 建具 (2) 基礎⼯事 (9) 屋根仕上
(3) 外壁 → 外壁仕上 (9) 建築設備 (3) 外周壁⾻組 (10) 建具
(4) 柱・壁体 (10) 仮設⼯事 (4) 間仕切⾻組 (11) 特殊設備
(5) 内壁 → 内壁仕上 (11) その他⼯事 (5) 外部仕上 → 外壁仕上 (12) 建築設備
(6) 天井 → 天井仕上 (6) 内部仕上 → 内壁仕上 (13) 仮設⼯事

(7) 床仕上 (14) その他⼯事

⽊造家屋評点基準表部分別区分 ⾮⽊造家屋評点基準表部分別区分

○ 木造家屋評点基準表の部分別区分の名称について、「外壁」を「外壁仕上」に、「内壁」を
「内壁仕上」に変更する（P5参照）。

※ 非木造家屋の部分別「主体構造部」には、「基礎、床版、屋根版」が含まれるため、木造家屋の部分別「屋根」「基礎」
及び「床」は、非木造家屋の部分別「屋根仕上」「基礎工事」及び「床仕上」とは異なる。

１０
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例）　１　専用住宅用建物（部分別　柱・壁体）

増点補正率 標　　準 減点補正率 増点補正率 標　　準 減点補正率

17,330 1.6 1.0 0.8 1.1 1.0

9,190
 3階建のもの  2階建のもの

7,400 1.1 1.0 0.9

6,080

7,760 1.2 1.0 0.8

6,590
 3.6ｍ程度の
 もの

 3.0ｍ程度の
 もの

 2.4ｍ程度の
 もの

1.1 1.0 0.9

5,610 1.2 1.0 0.9
 小部屋の多い
 もの

 普通のもの  大部屋の多い
 もの

 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの 1.1 1.0 0.8

1.9 1.0 0.6
 小さいもの  普通のもの  大きいもの

 多いもの  普通のもの  少ないもの
1.1 1.0 0.9

1.2 1.0 0.9
 3.0ｍ程度の
 もの

 2.7ｍ程度の
 もの

 2.4ｍ程度の
 もの

 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの 1.1 1.0 0.9

1.1 1.0 0.9
 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの

1.6 1.0 0.6

 多いもの  普通のもの  少ないもの

1.1 1.0 0.9 1.1 1.0 0.9

 小部屋の多い
 もの

 普通のもの  大部屋の多い
 もの

 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの

1.1 1.0 0.8

 小さいもの  普通のもの  大きいもの

1.1 1.0 0.9

 3.0ｍ程度の
 もの

 2.7ｍ程度の
 もの

 2.4ｍ程度の
 もの

1.1 1.0 0.9

 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの

1.5 1.0 0.6

 多いもの  普通のもの  少ないもの

1.1 1.0 0.9

 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの

固定資産評価基準　別表第８　木造家屋再建築費評点基準表改正案（抜粋）　新旧対照表

　改 正 案現 行

部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数
標
準
量

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数 計
算
単
位

部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数

施工の
程　度

総
合
補
正
方
式

延

べ

床

面

積

施工量
の多少

 外周壁体部の
 60～70％の柱
 間が1.8ｍの
 もの

施工の
程　度

計
算
単
位

真　壁　造　柱

15.0cm 角

12.0cm 角

項

目

別

補

正

方

式

補正項目補正項目

室数の
多　少

開口率
の大小

 木製パネル・
   枠 組 壁 体

 断熱材が使用
 されていない

   場合は15,200
 を用いること。

10.5cm 角

大　壁　造　柱

13.5cm 角

壁 体

12.0cm 角

10.5cm 角

13.5cm 角

階　高

標
準
量

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数

延べ床面積100
㎡程度で長方形
状のもの

 正方形に近い
 もの

 外周壁体部の
 大部分の柱間
 が0.9ｍのも
 の
 小部屋の多い
 もの

施工の
程　度

16,740

延
べ
床
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
使
用
本
数
〇
・
七
〇
本

項

目

別

補

正

方

式

本数の
多　少

延
べ
床
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
二
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

項

目

別

補

正

方

式

平面の
形状等

総
合
補
正
方
式

 外周壁体部の
 大部分の柱間
 が1.8ｍのも
 の
 大部屋のある
 もの

施工の
程　度

施工量
の多少

階　高

柱　の
長　さ

施工量
の多少

柱

・

壁

体

階　数

平面の
形状等

 凹凸の多い
 もの
 細長いもの

室数の
多　少

開口率
の大小

施工の
程　度

延べ床面積100
㎡程度で長方形
状のもの

 正方形に近い
 もの

総
合
補
正
方
式

施工の
程　度

延

べ

床

面

積

柱

・

壁

体

柱 ・ 壁 体 12,400

延
べ
床
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
二
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

 凹凸の多い
 もの
 細長いもの

①部分別「柱・壁体」の
評点項目の統合

1



例）　１　事務所、店舗、百貨店用建物（部分別　建築設備（電気設備））

増点補正率 標　　準 減点補正率 増点補正率 標　　準 減点補正率

1.0 0.75 1.0 0.75

 中央監視あり
 自動

 中央監視なし
 手動

 中央監視あり
 自動

 中央監視なし
 手動

1.05 1.0 0.95 1.05 1.0 0.95

 上等なもの  普通のもの  普通以下の
 もの

 上等なもの  普通のもの  普通以下の
 もの

     1.30
 多いもの

     1.0
 普通のもの

     0.60
 少ないもの

     1.30
 多いもの

     1.0
 普通のもの

     0.60
 少ないもの

1.05 1.0 0.93 1.05 1.0 0.93

1,000㎡程度の
もの

3,000㎡程度の
もの

10,000㎡程度
のもの

1,000㎡程度の
もの

3,000㎡程度の
もの

10,000㎡程度
のもの

1.25 1.0 0.70

 密度の高い
 もの

 普通のもの  密度の低い
 もの

     1.06
 特殊なもの

     1.0
 普通のもの

1.15 1.0 0.50

1.50 1.0 0.50
 密度の高い
 もの

 普通のもの  密度の低い
 もの

 密度の高い
 もの

 普通のもの  密度の低い
 もの

1.15 1.0 0.50

 密度の高い
 もの

 普通のもの  密度の低い
 もの

1.05 1.0 0.93

1.20 1.0 0.80
 500㎡程度の
 もの

1,000㎡程度の
もの

1,500㎡程度の
もの

5.00 1.0 0.90

 上等なもの  普通のもの  普通以下の
 もの

1.05 1.0 0.90

 上等なもの  普通のもの  普通以下の
 もの

1.05 1.0 0.93

 500㎡程度の
 もの

1,000㎡程度の
もの

1,500㎡程度の
もの

5.00 1.0 0.90

 上等なもの  普通のもの  普通以下の
 もの

1.0 0.80

1.05 1.0 0.80

 上等なもの  普通のもの  普通以下の
 もの

延
べ
床
面
積

固定資産評価基準　別表第12　非木造家屋再建築費評点基準表改正案（抜粋）　新旧対照表

現 行 　改 正 案

部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数
標
準
量

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数 計
算
単
位

計
算
単
位補正項目

動 力 配 線 設 備 2,220

部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数

電

気

設

備

1,220

メ
ー

ト
ル

一
・
〇
平
方

配　置

 普通のもの 集中的に配置
されているも
の

程　度

標
準
量

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数

5,940

メ
ー

ト
ル

一
・
〇
平
方

延
べ
床
面
積

補正項目

延

べ

床

面

積

程　度 程　度

動力負荷 動力負荷

規　模 規　模

（注）0.93を下限とする。

操作方式
及　　び
監視方式

延

べ

床

面

積

呼 出 信 号 設 備 11,180

一

組

配　置

電 話 配 線 設 備

一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

動　 力 　配 　線 　設 　備

1,210

平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り

駐
車
場
床
面
積
一
・
〇

（注）0.93を下限とする。

2,390

一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

操作方式
及　　び
監視方式

規　模

20,180
一
箇
所

組

数

2,750

メ
ー

ト
ル

一
・
〇
平
方

配　置

延
べ
床
面
積

1,130

メ
ー

ト
ル

一
・
〇
平
方

配　置

延
べ
床
面
積

分散的に配置
されているも
の

駐
車
場
床
面
積程　度

電 灯 コ ン セ ント 配線 設備 2,460

一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

配　置

スイッチ

照 明 設 備

台

数

 普通のもの 集中的に配置
されているも
の

程　度

自 動 車 管 制 装 置 1,290

平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り

駐
車
場
床
面
積
一
・
〇

規　模

駐

車

場

床

面

積

程　度

建

築

設

備

自 動 車 管 制 装 置

盗 難 非 常 通 報 装 置 313,460

一

台

配　置

延
べ
床
面
積

呼 出 表 示 設 備

箇

所

数

建

築

設

備

電

気

設

備

電 灯 設 備

電 話 配 線 設 備

②部分別「建築設備」の
補正項目等の見直し

2



例）　１　事務所、店舗、百貨店用建物（部分別　建築設備（衛生設備））

増点補正率 標　　準 減点補正率 増点補正率 標　　準 減点補正率

1.0 0.80 1.08 1.0 0.97

高架水槽方式
のもの

直結増圧方式
のもの

 4.0m程度の
 もの

 3.0m程度の
 もの

 2.7m程度の
 もの

0.70

直結給水方式
のもの

1.20 1.0 0.80 3.40 1.0 0.70

建物全体に分散
して配置されて
いるもの

普通のもの 局部的に集中
しているもの

50㎥のもの 10㎥のもの 5㎥のもの

1.30 1.0 0.70 1.30 1.0 0.90

給水箇所の多
いもの

普通のもの 給水箇所の少
ないもの

  5.5kW程度
  のもの

  2.2kW程度
  のもの

  1.1kW程度
  のもの

1.0 0.75 1.05 1.0 0.95

ライニング鋼
管のもの

塩化ビニル管
のもの

　50㎜程度
　のもの

  40㎜程度
  のもの

  25㎜程度
  のもの

1.05 1.0 0.93 1.20 1.0 0.95

1,000㎡程度の
もの

3,000㎡程度の
もの

10,000㎡程度
のもの

 4.0m程度の
 もの

 3.0m程度の
 もの

 2.7m程度の
 もの

1.20 1.0 0.80

1.10 1.0 0.90

 0.75kW程度
 のもの

 0.4kW程度
 のもの

 0.25kW程度
 のもの

1.30 1.0 0.70 1.0 0.90

排水箇所の多
いもの

 普通のもの 排水箇所の少
ないもの

 都市ガスの
 もの

 プロパンガス
 のもの

1.05 1.0 0.80 1.08 1.0

塗装鋼管のも
の

ライニング鋼
管のもの

塩化ビニル管
のもの

  4.0m程度の
  もの

  3.0m程度の
  もの

1.0 0.93

 都市ガスの
 もの

1.15 1.0 0.80

1.30 1.0 0.70

口数の多い
もの

 普通のもの 口数の少ない
もの

標
準
量

部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数
標
準
量

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数

（注］ 給水主管が地上１階から地上２階の間の
　　み施工されている家屋にあっては、64,450
　　を用いること。

固定資産評価基準　別表第12　非木造家屋再建築費評点基準表改正案（抜粋）　新旧対照表

現 行 　改 正 案

部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数

計
算
単
位補正項目 補正項目

給 水 設 備 1,450

一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

出 力
台

数

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数 計
算
単
位

集中性

系

統

階

層

数

方　式

延

べ

床

面

積

設備の
多　少

延

べ

床

面

積

建物全体に分
散して配置さ
れているもの

 普通のもの 局部的に集中
しているもの

ガ ス 設 備 590

一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

基　準

排 水 設 備

集中性
建物全体に分
散して配置さ
れているもの

設備の
多　少

管　材

規　模

（注）0.92を下限とする。

 普通のもの 局部的に集中
しているもの

設備の
多　少

管　材

建

築

設

備

衛

生

設

備

1,800

一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

集中性

増 圧 ポ ン プ 機 722,400

延

べ

床

面

積

準都市ガス扱
いプロパンガ
スのもの

受 水 槽
一

基
容 量

基

数

出 力
台

数

口 径

系

統

階

層

数

建

築

設

備

衛

生

設

備

一

台

ガ ス 主 管 55,030

一
系
統
一
階
層
当
た
り

1,794,000

種 類

階 高

給 水 主 管 114,590

一
系
統
一
階
層
当
た
り

排 水 ポ ン プ 機 44,480
一

台

系

統

階

層

数

階　高

給

水

設

備

（注） 排水主管が地上１階から地上２階の間の
　　み施工されている家屋にあっては、44,710
　　を用いること。

排 水 主 管 75,530

一
系
統
一
階
層
当
た
り

階　高排

水

設

備

②部分別「建築設備」の
補正項目等の見直し

3



例）　2（１）　住宅、アパート用建物（部分別　建築設備）

増点補正率 標　　準 減点補正率 増点補正率 標　　準 減点補正率

1.20 1.0 0.80

 密度の高い
 もの

 普通のもの  密度の低い
 もの

     1.06
 特殊なもの

     1.0
 普通のもの

1.20 1.0 0.80

 密度の高い
 もの

 普通のもの  密度の低い
 もの

・
・
・

1.08 1.0 0.97

1.0 0.80
 4.0m程度の
 もの

 3.0m程度の
 もの

 2.7m程度の
 もの

高架水槽方式の
もの

直結増圧方式の
もの

・
・
・

1.08 1.0 0.97

1.20 1.0 0.80

 4.0m程度の
 もの

 3.0m程度の
 もの

 2.7m程度の
 もの

建物全体に分散
して配置されて
いるもの

 普通のもの 局部的に集中
しているもの

・
・
・

1.0 0.90

1.0 0.93

 都市ガスの
 もの

 プロパンガス
 のもの

 都市ガスの
 もの

準都市ガス扱い
プロパンガスの
もの

・
・
・

1.20 1.0

 30㎡程度のもの  70㎡程度のもの

1.15 1.0 1.10 1.0

 あるもの  ないもの

 地上10階のもの  地上３階のもの

・
・
・

1.30 1.0 0.80

 多いもの  普通のもの  少ないもの

（注） ガス設備がない場合は0.95とする。

1.50 1.0 0.70

 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの

1.15 1.0

あるもの ないもの

・
・
・

6,420

延

べ

床

面

積

・
・
・

延
べ
床
面
積

延
べ
床
面
積スイッチ

階　高

施 工 の
程 度

一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

固定資産評価基準　別表第12　非木造家屋再建築費評点基準表改正案（抜粋）　新旧対照表

現　　　　　　　　　　　　　　行 　改　　　　　　正　　　　　　案

部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数
標
準
量

標
準
量

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数 計
算
単
位補正項目

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数 計
算
単
位

部
分
別

配　置

4,180

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数

集

合

型

式

の

も

の

配　置 電 灯 設 備

75,530

ペリメー
ターにフ
ァンコイ
ルの有無

（注） 給水主管及び排水主管が地上１階から地上２階の間のみ施
　　工されている家屋にあっては、5,240を用いること。

電 灯 ・ ガ ス ・ 給 水 ・ 排 水 設 備

・
・
・

ペリメー
ターにフ
ァンコイ
ルの有無

（注） 1.20を上限とする。

補正項目

空

調

設

備

建

築

設

備

ガ ス 主 管 55,030

電

気

設

備

衛

生

設

備

・
・
・

メ
ー

ト
ル

一
・
〇
平
方

延
べ
床
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り

・
・
・
・
・

・
・
・

対
象
床
面
積

・
・
・
・
・

延
べ
床
面
積

・
・
・
・

建

築

設

備

・
・
・

系
統
階
層
数

当
た
り

一
系
統
一
階
層

排 水 主 管

集中性

・
・
・

当
た
り

一
系
統
一
階
層

階　高

系
統
階
層
数

給 水 設 備

排 水 設 備

・
・
・

・
・
・

・
・
・

給

水

設

備

方　式

基　準

給 水 主 管

ガ

ス

設

備

階 層 数

施 工 量
の 多 少

19,720

・
・
・

・
・
・

延
べ
床
面
積

・
・
・
・

中 央 熱 源 方 式
（中央に冷凍機とボイラーを設置）

・
・
・

延
べ
床
面
積

延
べ
床
面
積

・
・
・

114,590

・
・
・

種　類

・
・
・

系
統
階
層
数

戸 当 た り
平均床面積

（注） 1.10を上限とする。

当
た
り

一
系
統
一
階
層

総

合

評

点

方

式

・
・
・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

中 央 熱 源 方 式
（中央に 冷凍 機と ボイ ラー を設 置）

・
・
・

・
・
・

対
象
床
面
積

電 灯 コ ン セ ン ト 配 線 設 備 2,650

2,430

・
・
・

空

調

設

備

20,120

排

水

設

備
3,290

ガ ス 設 備 630

電

気

設

備

衛

生

設

備

一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

照 明 設 備 2,250

③部分別「建築設備」の
総合評点方式

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

対
象
床
面
積
一
・
〇
平

当
た
り

〇
平
方
メ
ー
ト
ル

対
象
床
面
積
一
・

4



例）　2（１）　住宅、アパート用建物（部分別　建具）

増点補正率 標　　準 減点補正率 増点補正率 標　　準 減点補正率

23,570 1.50 1.0 0.70 23,740 1.50 1.0 0.70

15,400
 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの

15,560
 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの

19,280 2.20 1.0 0.65 19,450 2.20 1.0 0.65

13,240
 樹脂製・木製
 のもの

アルミニウム
製のもの

 鋼製のもの
13,400

 樹脂製・木製
 のもの

アルミニウム
製のもの

 鋼製のもの

32,450 1.70 32,620 1.70

20,490
ステンレス製
のもの 20,650

ステンレス製
のもの

38,070 1.40 1.0 39,510 1.40 1.0

32,990
ステンレス製
のもの

アルミニウム
製のもの 34,430

ステンレス製
のもの

アルミニウム
製のもの

27,530 1.40 1.0 0.80 28,710 1.40 1.0 0.80

20,030
ステンレス製
のもの

アルミニウム
製のもの

 鋼製のもの
20,830

ステンレス製
のもの

アルミニウム
製のもの

 鋼製のもの

41,290 32,870

30,950 28,930

24,580 22,220

47,280 48,750

21,040 21,120

96,640 91,700

95,490 90,630

78,110 74,160

81,100 77,630

25,300 1.30 1.00 0.80

18,560
 多いもの  普通のもの  少ないもの

15,190 1.20 1.00 0.90

 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの

1.00 0.80

　70㎡程度
　のもの

　110㎡程度
　のもの

　30㎡程度
　のもの

1.30 1.00 0.80

 多いもの  普通のもの  少ないもの

1.20 1.00 0.90

 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの

集合型式のもの

固定資産評価基準　別表第12　非木造家屋再建築費評点基準表改正案（抜粋）　新旧対照表

現 行 　改 正 案

部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数
標
準
量

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数 計
算
単
位

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数 計
算
単
位補正項目 補正項目

延

べ

床

面

積

中

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数

一戸建型式のもの

上

部
分
別

種

類

強 化 ガ ラ ス ド ア

並

標
準
量

中

並

施工の
程　度

鋼製防火扉

鋼製軽量扉

玄
関
戸

上

中

並

総

合

評

点

方

式

建

具

面

積

並

その他

枠見込
 100mm

枠見込
70mm

木

製

特

上

中

並

建

具

枠見込
70mm

固定

枠見込
 100mm
枠見込
70mm

扉

施工の
程　度

サッシ

 ルーバー
 ・面格子

当
た
り
〇
・
八
三
平
方
メ
ー

ト
ル

延
べ
床
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

施工量
の多少

サ
ッ

シ

引き

枠見込
100mm

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製

上

枠見込
 100mm

中 13,690

当
た
り
〇
・
七
四
平
方
メ
ー

ト
ル

延
べ
床
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

上

中

並
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

戸 当 た り
平均床面積

延

べ

床

面

積

（注）0.80を下限とする。

施工量
の多少

施工の
程　度

扉

 ルーバー
 ・面格子

中

並

鋼製防火扉

鋼製軽量扉

・
・
・

枠見込
100mm

枠見込
70mm

木

製

施工の
程　度枠見込

70mm

固定

枠見込
 100mm

種

類

サッシ

枠見込
70mm

その他

建

具

面

積

が

明

確

な

も

の

サ
ッ

シ

扉

玄
関
戸

強 化 ガ ラ ス ド ア

引き

・
・
・

特

上

中

・
・
・

・
・
・

一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

建

具

面

積

建

具

建

具

面

積

が

明

確

な

も

の

扉
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製

上

③部分別「建具」の
総合評点方式
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例）　１　専用住宅用建物（部分別　内壁仕上、天井仕上、床）

増点補正率 標　　準 減点補正率 増点補正率 標　　準 減点補正率

8,780 1.3 1.0 0.7 5,200 1.3 1.0 0.7

19,050 多いもの 普通のもの 少ないもの 16,580 多いもの 普通のもの 少ないもの

13,650 1.2 1.0 0.8 10,190 1.2 1.0 0.8

6,910
 小さいもの  普通のもの  大きいもの

3,190
 小さいもの  普通のもの  大きいもの

19,000 1.2 1.0 0.8 17,050 1.2 1.0 0.8

22,900
 2.7ｍ程度の
 もの

 2.4ｍ程度の
 もの

 2.1ｍ程度の
 もの 21,390

 2.7ｍ程度の
 もの

 2.4ｍ程度の
 もの

 2.1ｍ程度の
 もの

19,550 1.2 1.0 0.7 16,740 1.2 1.0 0.7

 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの

 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの

1.9 1.0 0.4 1.9 1.0 0.4

 多いもの  普通のもの  少ないもの  多いもの  普通のもの  少ないもの

1.2 1.0 0.7 1.2 1.0 0.7

 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの 4,940

 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの

9,460 1.1 1.0 0.8 10,480 1.1 1.0 0.8

5,340
 多いもの  普通のもの  少ないもの

6,140
 多いもの  普通のもの  少ないもの

3,860 1.2 1.0 0.9 4,310 1.2 1.0 0.9

2,260
 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの 2,780

 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの

3,410

1,230 1.0 0.8 1,260 1.0 0.8

5,710
 普通のもの  少ないもの

5,910
 普通のもの  少ないもの

2,600 1.2 1.0 0.7 1.2 1.0 0.7

3,330
 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの 3,790

 程度の良い
 もの

 普通のもの  程度の悪い
 もの

9,230 9,520

6,860 7,150

5,450

上

並

畳

・
・
・

項

目

別

評

点

方

式

総 合 評 点 方 式 中

固定資産評価基準　別表第12　非木造家屋再建築費評点基準表改正案（抜粋）　新旧対照表

現 行 　改 正 案

部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数
標
準
量

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数 標
準
量

補　正　項　目　及　び　補　正　係　数 計
算
単
位

床

組
土 間 コ ン ク リ ー ト 打

床

延

べ

床

面

積

補正項目

施工の
程　度

施工の
程　度

総

合

補

正

方

式

床

仕

上

中

計
算
単
位

上

中

並

塗 り 壁

内 装 タ イ ル

延

べ

床

面

積

ク ロ ス 貼

内

壁

仕

上

上

・
・
・

施工量
の多少

仕
上
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

延
べ
床
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り

補正項目

部
分
別

評　点　項　目　及　び　標　準　評　点　数

施工量
の多少

木 質 系 天 井 仕 上

木 質 系 壁 仕 上

延
べ
床
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
仕
上
面
積
二
・
六
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

二 階 床 組

施工の
程　度

仕
上
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

延
べ
床
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り

一 階 床 組
施工量
の多少

小

天井高

施工の
程　度

特

天

井

仕

上

延

べ

床

面

積

施工の
程　度

中

並

中

延

べ

床

面

積

・
・
・
・
・
・

塗 り 壁

天井高

内 装 タ イ ル

中

施工の
程　度

延
べ
床
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
仕
上
面
積
二
・
六
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

総

合

補

正

方

式

施工量
の多少

ク ロ ス 貼

延

べ

床

面

積

仕
上
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

延
べ
床
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り

項

目

別

補

正

方

式

間仕切
の多少

開口率
の大小

総 合 評 点 方 式 中

項

目

別

評

点

方

式

項

目

別

評

点

方

式

総 合 評 点 方 式

床
床

仕

上

・
・
・
・

土 間 コ ン ク リ ー ト 打

畳

上

並

床

組

一 階 床 組
施工量
の多少

二 階 床 組

転　　ば　　し　　床　　組

た
り
仕
上
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

延
べ
床
面
積
一
・
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
当

施工の
程　度

内

壁

並

小

項

目

別

補

正

方

式

上

天

井

・
・
・
・
・
・
・

中
施工の
程　度

並

延

べ

床

面

積

・
・
・

施工量
の多少

間仕切
の多少

上

中

木 質 系 天 井 仕 上

特

木 質 系 壁 仕 上
開口率
の大小

④住宅用建物の「内壁仕上」「天井
仕上」「床仕上」の総合評点方式
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